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インフルエンザに関する感染防止対策の徹底について
　みだしのことにつきまして、別添のとおり愛知県より「インフルエンザ注意報を発令した」旨の情報が提供されました。

　多数の利用者、職員が出入りする事業所・施設等では、感染者が出た場合、感染拡大防止策を徹底しなければ、急速に感染拡大します。
　今後より一層の感染防止を図るため、下記のように対応していただきますようお願いいたします。

記

１　予防措置の徹底

(1) 利用者、職員に対し手洗いやうがい、マスクの着用を励行し、人ごみなどへの外出を控えるとともに、外来者に対しても予防策を求めること。

(2) 各施設等で感染者が出た場合の感染拡大防止マニュアル等を検討、作成しておくこと。

２　利用者、職員の正確な健康状態の把握に努め、利用者、職員にインフルエンザの感染が疑われる症状が出た場合には、すみやかに最寄の医療機関を受診させること。
３　インフルエンザの感染が確認された場合の対応

(1) 全ての保護者に対し、施設等におけるインフルエンザの発生状況を知らせるとともに、感染予防措置の周知徹底を図ること。

(2) 他の利用者、職員に、午前、午後の検温を行うこと。
(3) 医師の許可があるまでは、自宅療養させること。（職員及び日中活動系の利用者）

(4) 熱が下がっても感染力は残っているため、少なくとも熱が下がった日の翌日から２日目までは外出を控えること。また、発熱や咳、のどの痛みなどの症状が始まった日の翌日から７日目まではできるだけ外出はしないこと。

(5) 最初の感染者発生後7日以内に10人以上の感染者が発生した場合は保健所への通報すること。
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